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牛乳の味が、いつもとちがうように感じ

ることがあるのはなぜ？ 

牛乳の原料となる生乳は、牛が生み

出す“農産物”だからです。 

牛乳の成分や味は牛の品種や育て方の違い、エサの種類、季節によって変わります。 

特に牛は暑さに弱いため、夏はエサを食べる量が少なくなり脂肪分などが減って、 

あっさりした味になります。また、牛乳の温度、食事の組み合わせ、 

飲む人の体調などによって感じ方が変わることもあります。 

牛乳は、カルシウムがたっぷり。 

吸収率もよく、手軽に飲めるので、 

給食には毎日牛乳がついています。 

成長期の皆さんは、学校で 1本、お家でも 1本、 

飲みましょう。 

（苦手な人は小魚や小松菜、大豆製品でカルシウムをとりましょう） 
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